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研究トピックス

はじめに
日本の河川や湖沼などの淡水系にはブラックバ

スやジャンボタニシなど、数多くの外来生物が侵

入しています。これらの外来種は在来の生態系へ

の影響だけでなく、農業や水産業などの人間の生

活に直接・間接的にさまざまな影響を及ぼすことが

知られています。カワヒバリガイは、そんな厄介者

のひとつとして近年話題になっている小型の二枚

貝です（写真1）。この貝はムール貝などと近縁な

真水に住む二枚貝で、殻長は最大で3-4cmほどに

なります。これまで関西のごく限られた地域にのみ

生息していると考えられていましたが、近年関東近

郊でも生息が確認されるようになりました。

カワヒバリガイの分布拡大
カワヒバリガイはもともと中国や朝鮮半島に生

息していた貝ですが、現在では東アジア各国と南

米までその分布域を拡大しています。日本国内で

は1980年代後半にシジミなどの輸入水産物と共に

侵入・定着したものと考えられています。最初の

発見から約10年の間は西日本の木曽川水系と琵琶

湖-淀川水系だけで生息が確認されていましたが、

2004年には愛知県の矢作川、2年後の2005年に

は群馬県の鏑川周辺と茨城県の霞ヶ浦にて相次い

で報告されるようになりました（図1）。

農業環境技術研究所では2006年以降、利根川水

系の下流域を中心にカワヒバリガイの分布調査を

行っています。これまでの調査の結果、カワヒバリ

ガイは利根川本川では河口から約120kmまでの範

囲に生息していること、江戸川や小貝川、霞ヶ浦

など、利根川周辺の河川や湖・沼、用水路など様々

な場所に生息していること、そして、この集団は遅

くとも2004年以前にこの地域に侵入していたこと

などが明らかになりました。利根川下流域とその上

流にあたる群馬県の分布の間には広い範囲で生息

がみられない地域があり、遺伝解析の結果からもこ

の二つの集団は直接的な交流がないことがわかっ

ています（図2）。おそらく、群馬の集団と利根川

下流域の集団は異なる経路でそれぞれ独立に侵入

したのでしょう。

分布拡大に伴い、近年各地でカワヒバリガイに

よる利水施設への被害が報告されています。写真

2は利根川周辺の利水施設に発生したカワヒバリガ

イですが、ここではカワヒバリガイの発生によって

水の流れが妨げられるとともに、水質観測装置を設

置した管が閉塞してしまいました。現地では隣接す
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図1　日本国内のカワヒバリガイ分布図

写真1　カワヒバリガイ
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る河川にも大規模な発生がみられるため、周辺地

域でも新たな被害拡大が懸念されています。また、

西日本ではカワヒバリガイの密度の高い地点では

在来の水生昆虫の数が少ないという報告や、カワ

ヒバリガイを中間宿主とする寄生虫が原因で魚病

が発生するなど、在来環境への影響と思われる知

見も報告されています。

これからの求められる研究と対策
様々な調査の結果、カワヒバリガイは自然河川

のみならず、利水施設などを経由してその分布と被

害を拡大しつつあることがわかってきました。これ

らの問題を解決するためには、まずカワヒバリガイ

の分布や移動の実態をより広い範囲で把握するこ

とが必要です。また、利水施設のような人為的に管

理されている場所では、施設の管理運営方法を改

善することでその施設を経由するカワヒバリガイ

の移動を抑制できるかもしれません。これらは、利

水・治水に関わる現場と研究者が協力して取り組

んでいくべき重要な課題だと考えられます。
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写真2�
利水施設に発生した�
カワヒバリガイ

図2　利根川水系におけるカワヒバリガイの分布

 図中の丸は調査点を示し、調査は地点毎に調査員1人が
10分間河岸や湖岸を探索することで行った。丸の中の
赤塗りが広いほど採集個体数が多いことを意味する。
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